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2012 appeared to be a particularly special year for most British people in the sense that within a few months they 
had a chance to celebrate the Diamond Jubilee of Queen Elizabeth II as well as enjoying events at the Olympic and 
Paralympic Games in London. During that year, I happened to take over a class on aspects of British culture at 
Kagoshima National College of Technology and I realised how interested Japanese students were in the United 
Kingdom. However, I was equally aware that they were neither accustomed to British English itself nor to the 
culture of the inhabitants. The purpose of this paper is to outline some aspects of the language and culture of Britain 
in order for Japanese students to better comprehend them. 
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1 はじめに 
2012年の英国は、エリザベス女王の即位60周年 (the 
Diamond Jubilee) と、ロンドン・オリンピック、パラ
リンピックという大きなイベントがあり、世界中から
注目された年であった（図 1 と図 2 参照）1）。お祝い
ムードで英国中にユニオン・ジャックが溢れたのと同
時期に、鹿児島工業高等専門学校 5 年生を対象とした
講義「比較文化概論」（ヨーロッパ文化、とりわけ英国
文化について）を 4 月から 9 月まで担当する機会に恵
まれた（図 3 参照）。英国文化に対する学生の関心は非
常に高かったが、イギリス英語や、英国で暮らす人々
についての知識は大変乏しいことがわかった。そこで、
小論では、筆者が 2010 年 8 月から 10 回にわたる渡英
中に、英国人のホスト・ファミリーとの生活や、教員
を対象とした英国の大学のサマー・コースを通して学
んだことの中から、英国の文化について、いくつかの
特徴をまとめることにした。これから英国をはじめ海
外で勉強や仕事をする日本人にとって、英語でコミュ
ニケーションを図り、異文化を理解する上で、参考に
なれば幸いである。 
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図１ エリザベス女王即位６０周年記念エンブレム 
（左が英語版、右がウェールズ語版） 
 
 
 
図２ 街で見かけたケーキ（２０１２年５月） 
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図３ レストランのユニオン・ジャック（２０１２年８月） 
 
2 イギリス英語 
イギリス英語とアメリカ英語は、発音、語彙、文法、
つづり、句読法などが異なる。2）3）日本の英語教育で
は、教科書の英語はすべてアメリカ英語で書かれ、ア
メリカ英語の音声 CD を聞いて学習する。従って、渡
英して初めて驚くのは、聞き慣れないイギリス英語の
発音ではないだろうか。日本で出版されている英和辞
典においても、アメリカ式とイギリス式で単語の発音
が異なる場合、イギリス式の発音は紹介されている。
しかし、アメリカ式、イギリス式の順で表記されてお
り、日本人の英語学習者がその違いを意識して学習し
ているとは考えにくい。ホーム・ステイ先の食卓やレ
ストランで必要な ‘Could I have some water please?’（お
水いただけますか。）における ‘water’ の発音ひとつを
例にあげても、アメリカ式とイギリス式の発音の違い
に驚くであろう。しかし、「郷に入っては郷に従え」で、
アメリカではアメリカ式に、イギリスではイギリス式
に発音した方が、話は早く、理解してもらいやすい。 
高等専門学校生にとって必須ともいえる TOEIC 試
験（Test of English for International Communication）の
リスニングにおいても、英語の変種（アメリカ英語以
外の英語）が扱われており、例えば、過去の試験では、
イギリス英語の口語表現である ‘peckish’（小腹がすい
た）が出題されたことがある。また、‘schedule’（スケ
ジュール）という単語がアメリカ式の発音
ではなく、イギリス式の発音 で発音され、
出題されたこともある。従って、アメリカ英語に加え
て、イギリス英語の語彙や音声に親しむことは、TOEIC
試験のスコアを上げるための対策としても、有用であ
ると思われる。 
次に、語彙について、アメリカ英語とイギリス英語
では、同じものを異なる語彙で表現することがある。 
‘chips’ は、アメリカでは「ポテトチップス」を指すが、
イギリスでは「フライドポテト」を指すことは有名で
ある（図 4 のフィッシュ・アンド・チップス参照）。ち
なみに、アメリカ英語では「フライドポテト」を 
‘French fries’ 、イギリス英語では「ポテトチップス」
を ‘crisps’ と言うので、自分が食べたいものを的確に
伝えるためには、覚えておく方がよいかもしれない。 
その他、イギリス英語で「エレベーター」は、‘elevator’ 
の代わりに ‘lift’ 、「街の中心地」は、 ‘downtown’ の
代わりに ‘city centre’（‘center’ はアメリカ式のつづり）
が使われる。 また、例えば、‘centre’ や ‘woollen’のよ
うに、アメリカ英語とイギリス英語では、同じ語彙で
もつづりが異なることがある（図 5 と図 6 参照）。その
他たくさんあるが、ここでは紙面の都合上、詳細には
ふれない。 
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図４ 英国料理として有名な Fish and Chips 
 
さらに、イギリス英語の文法では、‘have’ （持って
いる）の代わりに、 ‘have got’ を使う。従って、「〜
がありますか」と尋ねる時、 ‘Do you have ~ ?’ の代わ
りに、‘Have you got ~ ?’ が使われる。熟語表現でも、
アメリカ英語とイギリス英語では、使われる前置詞が
異なることがある。例えば、アメリカ英語では、「週末
に」を ‘on the weekend’ と表現するが、イギリス英語
では ‘at the weekend’ となる。また、英国人は、男性
も女性も ‘lovely’（美しい、すばらしい、すてきな、
楽しい）という形容詞を頻繁に使うが、アメリカ人で
あるウォームズレー 4） によると、アメリカ人の男性
は、この言葉は決して使わないということである。筆
者がお世話になったイングランド人のホスト・マザー
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や女性の大学の先生は、「ありがとう」と言う場面で、
‘Lovely, thank you’.（どうもありがとう。）という表現
を使っていて、お礼を言う場面での ‘lovely’ の表現は
初めて聞いたので、とても印象的に残っている。 
また、英国を含めて、ヨーロッパでは建物の階の数
え方が、アメリカとは異なる（図 7 参照）。アメリカは
日本と同じように、1 階から、‘first floor’、‘second floor’ 
と数えるが、英国では、1 階を ‘ground floor’（地上階）、
2 階を ‘first floor’、3 階を ‘second floor’ と数える。従
って、この慣習に不慣れな場合にはしばしば混乱する
ので、ロンドンのデパート内の案内板で、不慣れな旅
行者のためなのか、‘Ground floor’ の表記に加えて、 
‘this floor’ （この階）という説明を見かけたことがあ
る。地階は通常 ‘basement floor’ というが、日本人が
国際線の飛行機で到着するロンドン・ヒースロー空港
における表示には特徴がある（図 7 参照）。一階が 
‘ground level’ と表記され、数字だけの場合は、‘0’（ゼ
ロ）と表示される。さらに、地下一階は ‘Level minus 1’ 
（マイナス 1 階）というように、マイナス表示されて
おり大変興味深い（図 7 の右下を参照）。 
 
3 英語のコミュニケーション 
英国に限らず、日常の生活の中で、見知らぬ人に挨
拶をすることや、どんな人に対しても敬意を表すこと
は、コミュニケーションを円滑にする。例えば、レジ
で精算をする時、あるいは、バスで運転手さんや駅の
切符売り場で駅員さんからキップを買う時、自分の要
件を話し始める前に、必ず、‘Good morning!’ や‘Hello!’ 
や ‘Hi!’ などの挨拶で始める。要件が終わったら、 
‘Thanks’. または ‘Thanks very much’. とお礼を言った
後、必ず、‘(I hope you) Have a good / nice / lovely day!’
（よい一日を!）で会話を締めくくる。このような会話
は、相手にも心地よく、にっこりと笑顔を見せてくれ
ることも多い。「よい一日を。」と、こちらが言う前に、
相手から言ってくれることも多い。その場合は、‘You 
too!’ (あなたも!）と返答する。どんな人にも丁寧な表
現で話しかけることは、相手を尊重することになる。
このことは、自分が丁寧に対応してもらうことにつな
がり、お互いに気持ちがいい。 
 
 
 
 
 
図５ イギリス英語のつづり（１）‘centre’ 
 
 
 
図６ イギリス英語のつづり（２）‘woollen’ 
 
 
 
図７ ロンドン・ヒースロー空港駐車場の表示 
（1階と地下１階の表示） 
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道ですれ違う人、エレベーターなどの狭い場所で居
合わせた人に、簡単な挨拶、例えば、‘Good morning!’ や 
‘Hello!’ や ‘Hi!’ などと声をかけることは大切である。
大勢の人が行き交うような場所では、いちいち声をか
ける必要はないが、このような挨拶は「私はあなたの
敵ではありません。あなたを傷つけません。」と伝える
意図がある。「敵ではない」という姿勢を見せることは、
特に、アメリカなどの銃社会においては、相手から誤
解によって攻撃されることを避ける、即ち、自分の身
を守ることにつながると考えられる。 
海外のマナーとして、ドアを開けたら後ろの人が入
りやすいように手を添えて待つことや、レディーファ
ーストなどの配慮も必要である。また、狭い場所です
れ違う時には道を譲り、 ‘Sorry’. や ‘Excuse me’. や 
‘Thank you’. など、一言声を掛けると、お互いに気持
ちがいい。 
厳密には、場面に応じて求められる表現（丁寧さの
度合い）は変わってくるが、片言の英語でも構わない
ので、なるべく丁寧な表現を話すことを心がけたい。
特に、日本人は英語が苦手であるので、文法を一生懸
命考えながら話すうちに、知らず知らずにぶっきらぼ
うな表現になってしまい、相手に不快な思いをさせて
しまうことがある。 ‘please’ は 表現を丁寧にする「魔
法のことば」であり、ネイティヴ・スピーカーは幼少
の頃より ‘please’ を使うように厳しく躾けられるそ
うである。また、下がり調子でいうと命令のよう聞こ
えるので、上がり調子で言うなど、音調にも気をつけ
なければならない。 
周りのネイティヴ・スピーカーがどのように話して
いるのかを聞いて、まずは真似をすることから始める
とよいと思う。次第に、場面にふさわしい表現が身に
ついてくる。例えば、マクドナルドやスターバックス
のような店で注文する場合には、 ‘Can I have ~?’ でも
良いが、座ってサービスを受ける店では、より丁寧な
表現である ‘Could I have ~?’ で注文する。日本では「サ
ービス」という言葉は「無料」を意味するが、欧米で
は「サービス」とはお金を払って受けるものであり、
「チップ」はその一例である。私たちが心地よく食事
し、お茶を飲むためにしてくれる「サービス」に対し
て、対価を支払わなければならないし、その場面に相
応しい言葉遣いを心掛けなければならない。 
 
 
 
 
4 英国における生活 
4.1 ホーム・ステイ 
日本人の学生が英国で生活する場合、ホーム・ステ
イ、あるいは、大学の寮に滞在することが考えられる。
英国には、ヨーロッパ中、あるいは世界中から語学留
学する人を対象に、ホーム・ステイを有償で受け入れ
る家庭が多い。EU（欧州連合、European Union）には
補助金の制度があるため、ヨーロッパ各国から、職業
訓練の一環として英語を学ぶためや、大学の A レベル
（高等教育機関に入るための資格試験）のために語学
留学をする人が多い。ヨーロッパ大陸からは、飛行機
に加えて、ユーロスター、フェリー、バスなど、さま
ざまな交通手段で入国できる。フェリーを使って車で
海を渡る学生もいる。 
ホーム・ステイは、学生の希望（家族構成・ペット・
宗教・食事・アレルギーなど）と、受け入れ先の家庭
でマッチングを行い、現地の一般家庭に有償で住むこ
とである（図 8 参照）。ホーム・ステイ終了時にはアン
ケートがあり、留学生の感想がホスト・ファミリーに
フィードバックされるような仕組みになっている。従
って、留学生ができるだけ心地よく過ごせるようにホ
スト・ファミリー側も配慮する。1 年の間に入れ替わ
り何十人もの留学生を受け入れるような家庭では、国
も文化も違う留学生とのトラブルを前もって避けるた
め、細かく生活のルール（house rules）が定められて
いるところがある（図 9 参照）。例えば、図 9 では、ホ
スト・ファミリーが留学生に対してどのような援助が
可能かという説明に加えて、食事、入浴時間、洗濯物
に関するルールが細かく説明されている。 
 
 
 
図８ ホーム・ステイの部屋の様子（ベッド、勉強机など） 
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図９ ある家庭におけるホーム・ステイのルール 
 
ホーム・ステイは、ホテルに滞在するのとは異なる
ので、部屋に閉じこもるのではなく、家族の一員とし
て、食事の準備や後片付け、洗濯などの家事を手伝う。
起床時間や出勤・登校時間が異なるので朝食は家族と
一緒にとらないこともあるが、基本的には、夕食は家
族と一緒にとる。一日の出来事について話したり、大
学の授業でわからなかったことや宿題を教えてもらっ
たり、居間で一緒にテレビを見たりする。このように、
現地の家庭で生活を共にしながら、旅行者としてホテ
ルに数日間滞在するだけではわからない言葉や文化を
学ぶ。海外で生活してみると、日本では当たり前のこ
とが、実際には世界で当たり前でなく、日本文化と外
国文化の違いに改めて気づかされることも多い。 
特に、長期間滞在する場合には、ホーム・ステイ先
との相性も重要であると思われる。どうしても相性が
悪くホーム・ステイ先を変更したい場合には、学校な
どに変更を依頼するが、前もって届けなければならず、
違約金のような形でお金を余分に取られることもある
ため、容易ではない。しかし、留学生が学校で友人関
係のトラブルに見舞われた時に、ホスト・ファミリー
が留学生の家族としてサポートにまわり、学校側に状
況を説明して援助を依頼してくれた例もある。これは、
留学生と日々会話をする中で留学生が置かれている状
況をよく理解し、学校側に何度も掛け合ってくれたい
い例であり、親元を離れている留学生にとっては、大
変心強かったに違いない。 
 
4.2 生活習慣の違い 
ホーム・ステイ生活において、おそらく日本人が一
番困ることは、言語の違いによるコミュニケーション
を除けば、トイレ、お風呂、洗濯であると思われる。
特に、ホーム・ステイ先でまず驚くのは、トイレの便
座の冷たさと、トイレと同じ空間にあるお風呂の寒さ
である。英国文化や生活をユーモアたっぷりに描いた 
The How To Be British Collection 5）においても紹介され
ているが、英国のユニットバスは、英国人も認めてい
る通り、少々悪名が高いようである。おそらく大部分
の日本人は、日本では毎晩風呂に入る習慣があると思
われるが、日本より緯度が北にあって 1 年の大半が寒
い英国で、家人が誰も入らずに冷え冷えとした風呂（シ
ャワー）に入るのは、大変勇気がいるのである。 
ホーム・ステイ先によっては、入浴時間が厳しく制
限されている場合があり、例えば、夜 9 時半まで大学
講義や現地の文化を学ぶ活動（‘social activities’）に参
加する場合には、風呂を諦めなければならないことが
ある。夜がダメならば朝入ろうとすると、出勤前にシ
ャワーを浴びる家人と同時刻になり、これも困るので
ある。また、別の家庭では、蛇口をひねればすぐにお
湯が出るのではなく、スイッチを入れ、青い大きなタ
ンクにお湯が溜まるのを待ってから風呂に入る。タン
クのお湯を使い切ると、再び溜まるまで待たなければ
ならず、次に入浴する人のことを考えると、自分が使
うお湯の量を考えなければならない。 
高等専門学校の寮生活において、どれぐらいの頻度
で洗濯をしているのか鹿児島工業高等専門学校の学生
に尋ねたところ、性別やクラブ活動の有無に関係なく、
毎日洗濯していると答えた人が多かった。英国におい
ては、キッチンのシンクの下に洗濯機が置いてあるこ
とが多く、ホーム・ステイ先で初めて見た時は大変驚
いた。洗濯の頻度も、日本人に比べると多くはなく、
例えば、一週間に一回程度、家人と留学生の分をまと
めて洗う。その場合、うっかり声をかけてもらえない
と、靴下が足りなくなることがある。また、恥ずかし
いという理由で洗濯物をホーム・ステイ先にお願いで
きない人もいるが、自分で手洗いして部屋干しするこ
とは、湿気が家を傷めるという観点から大変嫌がられ
るのでしない方がよい。 
‘English weather’ と言えば、世界的に有名な「天気
が悪いこと」の代名詞で、アメリカのニュー・イング
ランド地方で連日天気が悪かった時にも、クラスメー
トと、「やっぱり（New）England だからね。」と笑いあ
ったことを覚えている。世界でも有名なぐらい天気が
変わりやすい英国では、毎日傘を持ち歩かなければな
らないが、洗濯物を乾燥機にかけるのではなく、日光
に干すことを好む家庭もある。日光に干す場合は、
− 65 −
英国文化に関する研究− ホスト・ファミリーとの生活を通して
 
   
‘revolving line’ または ‘rotary washing line’ と呼ばれる
風が吹くと回転する物干しに干す（図 10 参照）。この
タイプの物干しは、英国と同じヨーロッパのスペイン
から来た同級生にとっても珍しいものであるようだっ
た。 
 
 
 
図１０ ホーム・ステイ先の回転式の物干し 
 
次に、ホーム・ステイ先でタオルが借りられる場合
においても、どれぐらいの頻度でタオルを取り換える
のか（洗うのか）という感覚が異なることがある。同
じ日本人の間でも生活習慣に違いがあるが、文化が違
うとその差が大きくなることがある。そのような場合
は、相手の都合を聞いて、こちらの希望をお願いする
という姿勢が必要である。日本人は「察する」という
文化があるが、海外においては言葉で話さなければ伝
わらない。気づいてもらうことを期待せずに、こちら
から尋ねて、お願いしてみることが必要である。 
ロンドンに出かける際に、ホスト・マザーからアド
バイスされたのは、「公共トイレ（city loo）に入る際
には小銭が必要だから、準備するように。」ということ
だった。イングランド人のお母さんも、初めてロンド
ンに行った時に、トイレが有料でびっくりした経験が
あるとのことであった。なるほど、ロンドンのテムズ
川沿いにある公共トイレは有料で、小銭を入れるとバ
ーが開く方式であった。入り口には、必要な小銭を持
っていない人のために、両替スタッフが待機していた。
ロンドンのような大都会と比較すると安価であるが、
英国の観光地として日本人に有名なコッツウォルズで
は、旅行客向けのインフォメーション・センターの隣
の公衆トイレは、10 ペンスであった。また、バス停前
の教会に設けられた公衆トイレ（‘public conveniences’ 
との表示があった）は、20 ペンスであった。必要なコ
インがない場合には、近くの店で買い物をするなどし
て、小銭を用意する必要がある。また、駅にトイレの
標識があっても、安全上の理由からか、鍵がかけられ
ていたり、トイレットペーパーが切れていたり、使え
ないこともある。 
ショッピングの時にも、デパートや書店では建物の
最上階に行かない限り、トイレはなく、どこでも比較
的簡単にトイレが見つかる日本とは事情が違う。同じ
ヨーロッパのオランダにおいても、駅のトイレは小銭
を入れる方式であり、カフェのトイレの入り口には、
チップを入れる皿が置いてあった。アメリカのニュー
ヨークのデパートでも、最上階に一箇所しかトイレが
なかったと記憶している。このように、外国では、い
つでもどこでもトイレに入れるわけではないので、観
光施設を見学したり、食事をしたり、カフェで休憩す
る際に、必ず済ませておかなければならない。英国を
はじめ海外では、日本で当たり前のことが当たり前で
はなく、トイレは無料でいつでもどこでも入れる場所
ではない。 
 
5 英国の風景 
英国人は古いものを大切にする。何百年も変わらず、
同じ姿で保存されている建物は、決して歩きやすいも
のではなく、頭を打ちそうになるような場所には、
‘Mind your head’.（頭にご注意ください。）、思いがけな
く段差や階段があるところには、‘Mind your step’. （足
元にご注意ください。）という表示を見かける。 
2013 年は、英国が世界で一番早く地下鉄を走らせた
1863 年から 150 周年記念である。ロンドンの地下鉄
（The Tube）でよく聞く表現に ‘Mind the gap’.（すき
間にご注意ください。）がある。世界で一番早く走らせ
たということは、世界で一番古いということである。
ロンドンの地下鉄の構内は丸く、車両がぎりぎりに走
るような大きさで、走行中に電気がチカチカする（図
11 参照）。オリンピックの際には、会場までいかに早
く選手や観客を移動させるかということが問題になり、
日本の日立の高速鉄道（Javelin trains）が導入された。 
英国では、古い建物はリストに載り、勝手に外観を
変えることは許されない。内装に関してはリフォーム
し、時代に合わせて快適に暮らしているが、外装を修
理するなど手を加える場合には、その地域の役所の許
可が必要である。英国では、古いという理由で、建築
物の価値が下がることはない。筆者がホーム・ステイ
でお世話になったアパート（イギリス英語では、
‘apartment’ は、‘flat’ という）も、築 150 年以上の建
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物であった（図 12 参照）。このように英国では、長い
年月を経た建築物は価値があり保存される。木造建築
で、20 年から 30 年すると建物の価値がなくなり、新
しい家やマンションほど値段が高い日本とは、全く逆
の価値観である。 
 
 
 
図１１ ロンドン地下鉄（The Tube）の駅構内 
 
 
 
図１２ 築１５０年以上のアパート（Flat）の外観 
 
英国人に人気が高い趣味に、‘DIY’（‘Do It Yourself’、
日曜大工）とガーデニングがあるが、両方とも家に手
を加えることである。散歩しながら、季節ごとの花木
で手入れされたイングリッシュ・ガーデンを見ること
は、英国訪問の一番の楽しみである（図 13 と図 14 参
照）。例えば、日本では外来種で、雑草のセイタカアワ
ダチソウ（‘goldenrod’）が観賞用の花として、一般家
庭やお城のイングリッシュ・ガーデンに植えられてい
るのを見た時は大変驚いた。しかし、イングリッシュ・
ガーデンの中では、セイタカアワダチソウも、それな
りに趣があるものである（図 14 参照）。 
 
 
 
図１３ イングリッシュ・ガーデン 
（5月、忘れな草とピオニー） 
 
 
 
図１４ イングリッシュ・ガーデン 
（8月、あじさいと goldenrod [セイタカアワダチソウ]） 
 
英国人は家を手に入れると、趣味の DIY で内装を
リフォームする（図 15 参照）。例えば、古くなった壁
紙を剥ぎ  (stripping)、サンドベーパーでならし 
(sanding)、2 種類のペンキを塗る( priming & painting)。
さらに、‘beading’ と呼ばれる模様のある装飾用の木片
で飾る（図 15 の右の写真参照）。ホームセンターに行
くと、いろいろな模様の ‘beading’ が売られていて、
お城のような立派な建築物で用いられるような装飾を、
自らの手で家に施すことも出来る。英国では、家に手
を加えることにより、家の価値はさらに高まり、「価値
を高めてから売る」という不動産の投資の意味合いも
強い。 
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図１５ DIY の様子 
（DIY 用のペンキと beading で装飾を施している壁） 
 
英国の田舎町では、路上駐車のために車の離合がま
まならない通りを見かける。道路をよく見ると、歩道
と道路の間に、オレンジ色の線が一本引いてある道路
と、二本引いてある道路がある。二重線の部分は「駐
車禁止」で、一本の場所は「駐車可」の意味である。
よって、駐車可の場所を取り合って車がひしめき合う
ことになる。英国には古い建物が多く、古い建物が並
んでいる通り自体も古い。従って、車が発明される以
前の都市計画のために、家に駐車場がないところも多
い。町の中心部では、日本でよく見かけるような有料
の駐車スペースが路上にあるが、中心部からはずれる
と、路上が駐車場になっていることも多い。 
最後に、英国の郵便は ‘Royal mail’ と呼ばれ、ポス
トには王冠と共に、ポストが設置された当時の君主の
頭文字が書いてある（‘royal ciphers’）6）。例えば、‘E II 
R’ とは、‘Elizabeth II Regina’ （エリザベス II 世）のこ
とであり一番よく見かける。‘VR’ とは、  ‘Victoria 
Regina’（ヴィクトリア女王）のことであり、治世は 1837
年から 1901 年である。郵便ポストはヴィクトリア女王
の時代に初めて作られ、そのポストが現在でも普通に
使われていることに驚く。さらに、‘GR’ と書かれたポ
ストを見かけることがあるが、これは ‘George Rex’（ジ
ョージ王）のことである。君主の性別によって ‘Rex’ 
と ‘Regina’ を使い分ける。英国にはこれまで 6 名のジ
ョージ王がいるので、何世と明記がない ‘GR’ は、英
国人にとっては、どのジョージ王なのか気になるよう
であるが、‘GR’ とは郵便ポストが創設されてから最初
のジョージ王である、ジョージ 5 世（治世は 1910 年か
ら 1936 年）のことである。エリザベス女王の父、ジョ
ージ 6 世（治世は 1936 年から 1952 年）とは、‘royal 
cipher’ は区別される（図 16 参照）。恋人のために王位
を捨てたエドワード 8 世の治世（1936 年）は大変短い
ので、エドワード 8 世の ‘royal cipher’ がついたポスト
を見つけることは難しいと思われるので、見つけた人
はラッキーと言えるかもしれない。 
 
 
 
 
図１６ 郵便ポストの Royal Ciphers  
左上: V R, ヴィクトリア女王（1901 年まで） 
右上: E VII R, エドワード 7世（1901 年から 1910 年） 
左下: G R, ジョージ 5世（1910 年から 1936 年） 
右下: G VI R, ジョージ 6世（1936 年から 1952 年） 
 
ポストの形については、細く丸いものもあれば、大
容量の郵便を扱うことができる、やや太めの楕円形の
ものもある。さらに、図 16 の左上の写真のような、角
柱もあれば、塀に埋め込まれた四角のものなど、さま
ざまである。また、ポストの色については、通常見か
けるポストは赤であるが、エリザベス女王が住むウィ
ンザー城近くには、緑色のポストも見かける。同じウ
ィンザーには、かつてエアメール用として使われてい
た青いポストが、メモリアルとして赤いポストの隣に
残されている（図 17 参照）。 
 
 
 
図１７ ウィンザーにあるポスト（赤い E II R と青いＧＲ） 
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 ロンドン・オリンピックの折には、金メダルをとっ
た選手の出身地にはゴールドのポストが置かれると話
題になっていたので、今後、運が良ければ、金色に塗
り替えられたポストに出会うことがあるかもしれない。 
 
6 おわりに 
これまでずっとアメリカ英語を勉強してきたので、
筆者にとってイギリス英語は目新しく、英国に出掛け
るたびに、何かしらの新しい発見がある。また、英国
では、見るもの聞くもの、そのすべてが大変興味深い。
特に、2012 年はエリザベス女王の即位 60 周年とロン
ドン・オリンピック、パラリンピックの年であり、日
本に居ても英国のニュースを見聞きすることが多く、
特別な年であった。 
海外に行く楽しみのひとつは、生まれも育ちも、国
も母語も違う者同士がたまたま出会い、ほんのわずか
な間ではあるが交流できることである。このような交
流を可能にするのが「英語」という共通の言語である。
コミュニケーションの手段としての「英語」を身につ
ければ、仕事や勉強の幅が広がるように思われる。加
えて、言語と文化は切り離すことが出来ないので、英
語で円滑なコミュニケーションを図るためには、その
言葉が話されている文化も理解しなければならない。
自らの文化と英語の文化の両方を理解した上で、日本
人は日本人なりの英語で、自らの意思を伝えられるよ
うになりたいものである。 
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